
広島大学 

学部・研究科等の教育に関する現況分析結果 

 

学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（概要） 1 

１． 総合科学部 3 

２． 文学部 6 

３． 教育学部 9 

４． 法学部 13 

５． 経済学部 16 

６． 理学部 19 

７． 医学部 21 

８． 歯学部 24 

９． 薬学部 27 

10． 工学部 29 

11． 生物生産学部 32 

12． 情報科学部 35 

13． 総合科学研究科 37 

14． 文学研究科 40 

15． 教育学研究科 43 

16． 教職開発専攻 46 

17． 社会科学研究科 48 

18． 理学研究科 50 

19． 先端物質科学研究科 53 

20． 工学研究科 55 

21． 国際協力研究科 58 

22． 統合生命科学研究科 60 

23． 医系科学研究科 63 

24． 法務研究科 66 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

注）現況分析結果の「優れた点」及び「特色ある点」の記載は、必要最小限の書式等の 

統一を除き、法人から提出された現況調査表の記載を抽出したものです。 



広島大学 

 





広島大学 

2 

 



広島大学 総合科学部 

- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．総合科学部 
 

 з ─   4  

 

 и ─   5  

  



広島大学 総合科学部 

- 4 - 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 30 ⌐ ↕╣ ≢№╢ ≢│⁸ ─ ⅎ

╢ ╩ ⇔⁸ ⇔™ ╩ ⅎ╢√╘⌐⁸ ⁸ ╛ ⌂≥⌐

∆╢ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╛ ⁸ ╖⌂≥⌐

╦╢ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔⁸₈ ≤ ₉⁸₈ ≤

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi₉⁸₈ ≤ ₉─ ≈─ ⌐≈™≡ ┬⁹ 

ủ │⁸ ─ ╩ ™⁸ ≢ ⇔√ ╩

─ ≤⇔≡ ∆╢⁹ 

ủ IGS ─☻Ᵽꜟ◐ꜗfiⱤכ꜡◓│≢ ╩ ─ ≈≤⇔≡ →≡⅔╡⁸

╩ ⇔≡ │ ─ ⌐ ∂≡⁸ ה ─ ─

╩ ∆╢ ╩ ™≡ ≢ ℮⁹ │⁸ ╩ ∆╢√╘⁸

≤◖Ⱶꜙ♬◔Ή◦ꜛfi∆╢√╘─ ≢№╡⁸ ─ ╩ ╪≢ ∆

╢↓≤⁸ ─ ⁸ ≤ ≢ ≢⅝╢↓≤│⁸╙│╛ ─

≤⌂∫≡™╢⁹₈ ╩ ┬₉∞↑≢⌂ↄ⁸₈ ≢ ┬₉⁸₈ ≢ ⇔

℮₉↓≤╩ ⇔≡⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─ ≤⇔≡─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ e ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ ╢╟⌐כ♃כꜙ♅⁸⇔ ╩ ⇔≡™╢⁹╕

√⁸ 12 ╛ ⁸IGS

20 ╩ ⇔⁸ ≢─ ╩ ™⁸ ┼─

⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ ⅎ≡⁸ FD ╩ ⁸IGS

─ FD ╩ ⇔⁸ ─ ה ⌐ ╘≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ₈ ⇔√ ⌐╟∫≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ≢

⅝√⅛₉≤™℮ ⌐ ⇔≡⁸₈ │≡№╛╛ה╢╕│≡№ה╢╕│≡№⌐

╕╢₉╩ ╦∑╢≤ │ 89.8 ≢№╡⁸ ⌐⅔↑╢

⅜ ≢⅝╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢▬fi♃ⱦꜙכ╙ ╕╣≡™

╢⁹∕╣⌐╟╣┌⁸ ⌐│ ∂≡⁸ ה ⅜ ≢⁸№╠

╝╢ ⌐ ⅛≈ ⌐ ↄ ╡ ╗≤™℮ ⅜№╢⁹↓─↓≤│

⌐ ⇔≡ ⅜ ⅛⌂™≤™℮ ─ ╙ ≈⅜⁸ ⅎ╘⌂ ≤╙

∫≡⁸ ─ ╩ ╘╢╙≤≤⌂∫≡™╢╟℮≢№╢⁹ ◦כ♄כꜞ√╣

♇ⱪ╩ ∆ ╙ ⌂ↄ⌂ↄ⁸ ╠─ ⅎ╩ ⅛≈ ╩ ⇔≡ ↄ↓≤

⅜≢⅝╢ ⁸↕╠⌐│ ─ ↕⅜∕─ ↑≤⌂∫≡™╢⁹ ╟╡ ∆

═⅝⌂─│⁸ ▪fi◔כ♩⌐⅔™≡ ≤⇔≡ →╠╣√

≤⁸ ⌐ ⌐ ∫≡™╢≤ ∆╢ ≤⁸ ─ ₁⅛

╠─ ה ≤⅜⅔⅔╗⌡ ⇔≡™╢↓≤≢№╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⅛╠─ ╩ ↑ ╣╢ + ⱪ꜡◓

ꜝⱶ╛⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤│ ꜟⱣכ꜡◓√⇔ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔

≡™╢╒⅛⁸ ≤─ ⌐╟╢ⱨ꜠fi♪◦♇ⱪ ─ ╩ ∂⁸

≤⇔≡─ ה ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ ⅜ ≤ ∆╢

╩ ↑≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ⌐⅔™≡│⁸◒◊כ♃כ ⌐ ⇔√ √⌂ ─ ╣

₈ + ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉≢ ⅛╠─

╩ ⌐ ╣≡™╢⁹ ≢─ ╣ │ 28 ⁸ 29

27 ⁸ 30 54 ⁸ 50 ≤ ⌐ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸

⌐≡ + ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔√ ─

20 50 ⅜ ─ ≤⇔≡ ╩ ↑⁸∕─ ⁸

⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ │ ⌐⅔↑╢ ⌂

─ ⌐╙≈⌂⅜∫≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ⌐│⁸ ╩♪Ᵽꜟⱴ▬fiכ꜡◓─∟√╙≤ ⇔⁸╕√⁸

⌐ ⅎ≡ ⌂ ה ה ה ꜟⱣכ꜡◓⁸≤⌂

⌐ ≤↕╣╢ ╩ ⌐ ↑↕∑╢ ⅜╟╡ ╘╠╣≡™╢⁹∕↓≢

≢│⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤│ ꜟⱣכ꜡◓₈√⇔ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ₉╩ 28 ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⁸

≢─ │╙∟╤╪─↓≤⁸ ─ ≤↕╣╢ ≢─ ╙ ≢

⅝╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹↓─ⱪ꜡◓ꜝⱶ│⁸ ⌂ ⁸

╩♪Ᵽꜟⱴ▬fiכ꜡◓ ∆╢ ꜟⱣכ꜡◓⁸ ⌐ ∆╢ ╛

◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⁸ ─ ⌐≈™≡ ┬ ⅛╠ ↕╣≡™╢⁹ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ┼─ │ ⅛╠≢№╡⁸ 29 25 ⁸ 30 12 ⁸

10 ─ ⅜ ⇔√⁹ 

ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ─ ⅜

⌂↕╣√ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ ⌐⁸∕─℮∟─ ℮ ⌐⁸∕─ ∆─
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→╢⁹ 

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│⁸₈ ≥╙─ ≤ ┘ ₉≢

╩ ⌐ ה ≢─ ⌐ ╡ ╗ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ ⇔√

─ │ 90 100 ≤ ↄ⁸∕─ ⅜ ↕╣≡™

╢⁹ 

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│⁸ICT ╩ ⌐ ⇔√ ╩ ∫≡

™╢╒⅛⁸₈ ₉₈ ₉⌂≥ ≢│⁸™╦╝╢

≤⇔≡⁸ ↕╣√ⱦ♦○ ╩ ≢ ⇔⁸ ─ ≢│

─ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ 

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│⁸ ─ ≤ ⇔√ ⁸

≢ ↕╣╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ╩

⇔√ ⌐╟╡⁸ ─ ╩ ∫≡™╢⁹↕╠⌐⁸

≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ⁸♃▬⁸◒꜡▪♅▪⌂≥─↕╕↨╕⌂

≢ ה ╩ ∫≡™╢⁹ 

ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╛ ☿fi♃כ ⌐⁸ ≤ ⇔√ ╛∕╣╩

⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹ ⌐⁸ ⌂ ╩ ╡ →╢⁹ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⁸ ┘ ☿fi♃⁸│≢כ

≤─ ─╙≤ⱨ꜠fi♪◦♇ⱪ ₈╝⅛™⌂ ₉≤⇔≡⁸

─ ₁─ ╩ ≡⁸ √∟≤ ⅜ ⌐⌂∫≡⁸

╛ ⁸⅔ ╡┼─ ⌂≥─ ₁⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ ─ │ ₁─

─ ╩ ™⁸ ─╖⌂╠∏⁸ √∟⌐≤∫≡╙⁸ ≢⅝⌂™↓≤╩

≢⅝╢ ≤⌂∫≡™╢⁹↓─ │⁸ ⅜ ≤ ⇔⁸ ─ ≤

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ≤⇔≡─ ה ─ ⌐╙ ∆╢╙─≤⇔≡⁸

₈ I,II₉≤™℮ ⌐ ≠↑╠╣≡™╢⁹ ⁸ 70 ─

⅜ ─ ≢ ╩ ⇔≡ ⌐ ∆╢ │⁸ ╛

⅛╠─ ╙ ™⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

┘ ≢ ≤⇔≡ ∆╢ ─ ╛ ⌐ ∆╢ ╩⁸

∆╢ ⌐ ╘╢ ▪fi◔כ♩╩ ⇔⁸ ⌂ ⅜ ╠╣≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ ╩ ≡⁸ ─℮∟⁸ ┘

≢ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐

≤⇔≡ ∆╢ ⌐≈™≡⁸∕─ ╛ ⌐ ∆╢ ╩

⌐ ╘╢ ▪fi◔⁸♩כ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ⇔

√⁹ 31 ₩ ⌐ 199 ≤⇔≡ ∆╢ ⁸ ⅜

™⌂™ ╩ ╗ ⌐ ⇔⁸89 ⅛╠─ ╩ √⁹ ─ ≤⌂∫√

│ 67 ⁸ │ 45 ≢№╢⁹ │⁸ ╛ ⁸

⁸ ─ ⁸ ╛ ⁸ ≤─ ⌂≥≢№

╢⁹▪fi◔כ♩─ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─ │⁸

25 ⁸ 12 ⁸ 19 ⁸

⌐⅔™≡ ⌡ ≢№╡⁸ ⌐ ╛ ─ ⁸ ⁸ ≢─

╛ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⌐≈™≡ ↄ ↕╣√⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⌐╟╡⁸ 29 ⌐│₈ ⅜ ₉⁸ 30 ⌐│

₈ ⅜ ה ₉╩ ⇔⁸ ⁸

⁸

⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸

⁸ ⁸ ה

⁸ ⁸ ╠⌐╟╢

╩ ⇔√⁹╕√ ⁸ ⌐⅔™≡⁸ ⁸

╠⌐╟╢ ╩ ⇔√⁹ ╩ ≤∆╢ ◖

₈☻כ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─ ╙⁸ ─ ≢↓╣╠─ ╩ ∆╢

↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ủ ◐ꜗꜞ▪ ╛ ⌐╟╢ ╩ ⇔⁸ ┼

─ ─ ⌐ ╘√⁹ 29 ─₈ ⅜ ₉│ 508 ⁸ 30

─₈ ⅜ ₉₈ ⅜ ₉│∕╣∙╣ 88 ⁸68 ⅜ ⇔√⁹

─ │⁸ ≢ 28 ─ 15 ⅛╠

─ 37 ⌐ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ │ ─ ◐ꜗfiⱤ☻⌐ ╩☻כ◖ ⇔⁸ ╩│

∂╘≤∆╢ ⌂ ⌐ ┘─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ

⌐╟╢≤⁸ │⌐☻כ◖ ─ ╛ ─ ╙

≤⇔≡ ╪≢⅔╡⁸ ─ ⌂ ≤ ™ ≤─ ≢ ⌐ ™

╩ ⅎ ™⁸≤╡╦↑ ™ ⌐≤∫≡ ─◐ꜗꜞ▪╩ ∆╢ ╩

⇔≡™╢⁹ ─☻כ◖ │ ◐ꜗfiⱤ☻⌐⅔↑╢ ⌐╙ ⇔

≡ ─☻כ◖ ≤╙ ∆╢↓≤⅜≢⅝⁸ ─ ⅜ ┘⌐ ⅝╩

ⅎ≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ↑⌐⸗♦ꜟ ╩ ⇔⁸ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ ╛

─ ╩ ┘ ⇔⁸∕╣╠─ ╩ ⅜כ♃כꜙ♅╢∆ ╩ ™

ה ╩ ∫≡™╢⁹ ⅛╠↓─ ─ ╩ →⁸╟

╡ ↄ─ ╩ ≤⇔⁸ ⅛╠ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮ ⇔≡™╢⁹ 

ủ ₈ ─ ₉▪☺▪─ ≤ ─

⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ AIMS-HU ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ⌐╟╡⁸♃▬─♅ꜙꜝ꜡fi◖fi ⌐ 20 ╩ ⇔ ╩ ↑

╣√ 26 ⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 27 ╟╡⁸ ⅛╠№∫√ ⌂≥╩ ╖ ╦∑╢↓≤≢⁸

ה ─ ╩☻כ◖─ ↑⁸ ─ ╩

╘√ ≢☻כ◖─↓⁸⌐≢╕╣↓ ⅜ ⇔≡™╢ ⁹ 

ủ ─ ∆╢ ▪fi◔⁸│♩כ ⌐ ╩

≤⇔≡™╢√╘⁸╒╓ 100 ─ ╩ ⇔≡⅔╡ ⅜ ™⁹∕╣⌐╟╢

≤⁸ ≢─ ⌐⅔™≡ ≤↕╣╢ ⁸ ה ┘

⅜⁸₈ ₉₈ ₉⇔√≤∆╢ ⅜⁸ 28 30

≢∕╣∙╣ 62.3 ⁸72.0 ⁸67.2 ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔

◦ꜛfi ⅜ ⌐≈™√≤∆╢ │ 65 ╩ ╠╣≡⅔╡⁸ ─

┼─ ≤ ⌡ ∆╢≤↓╤≢№╡⁸ ─ ─

≤™ⅎ╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 25 ⅛╠ ⌐ ╢╕≢₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉╩ ⌐

⇔⁸ ☿fi♃כ⅜ ≤⌂╡⁸ ⅛≢

⌂ ╩ ⅎ√ Hi-◘▬◄fi♥▫☻♩ ⁸ ⁸ ⌂≥ ╩

∆╢ ╡ ╖╩ ⌂∫≡™╢⁹ ⌐│⁸ ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

╩ ⇔⁸ ⇔√ ≤ ╩ ≢ ∆╢ ≤⇔≡₈

☿Ⱶ♫₉כ─ⱳ☻♃כ ≤₈ ₉─ ╩ ⇔≡™

╢⁹∕─√╘⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ☿fi♃

⌐כ ╩ ⇔⁸ ─ ≤∕─ ─ ╩ ↑≡

™╢⁹ 

ủ 30 ↑≢⁸ ⅜ 30

31 ≤⇔≡ ↕╣√⁹ ≢│⁸ 22

╟╡ ⇔≡ ─ ─ ╩ ⌐ ─

⅝⁸ ⁸ ≤™∫√ ╩ ⇔≡™╢⁹ ╟

╡⁸ ─ ╩ ⌐⁸ ─ ─ ─ ≤⇔≡⁸

≤ ⌐ ⌐ ≡ ⇔⌂⅜╠ ┬ ─ ≤™℮═⅝ ⇔™

╩ ∆╢√╘⌐⁸ ה ה ↑⌐ ╩ ⇔⁸

─ ⌐ ⅎ√⁹⌂⅔⁸ ⁸

⁸ ─ ⅜№∫√⁹╕√⁸ ╩⁸

─ 60 ╩ ≤⇔√ ─ ⌐ ⇔√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 



広島大学 医学部 

- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．医学部 
 

 з ─   22  

 

 и ─   23  

  



広島大学 医学部 

- 22 - 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 30 ⅛╠ ╩ ⇔√⁹ 28 ╟╡ ≢╙

⌐ ╩◒כⱪ꞉כꜟ◓╢∆ ∫≡™√⅜⁸ ≢│ ⁸

╩ ╕ⅎ≡⁸ ◦♫ꜞ○╩╙≤⌐ ⁸ ⁸ ≢◓ꜟ

╩▬꜠ⱪꜟכ꜡┘╟⅔◒כⱪ꞉כ ∫≡™╢⁹ 

ủ ₒ ₓ ⌐ כ♄כꜞ⁸╖ ╩ ⅎ√ ⌐╙ ≢⅝

╢ ╛ ╩ ∆╢√╘⁸ 27 ╟╡ ₈Introduction to 

Epidemiology and Population Sciences₉₈Global Health and Current Public 

Health Issues₉╩ ⇔⁸ 28 ╟╡ ╩ ⇔√⁹

─ ⅜ ⌐ ┬ ╖─ ╩ ⅛∆√╘⁸ ≢ ╩ ╘╢

╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

ủ ≢│ ⌐ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ 45 ⁸ ─ ┘ ─

╩ ⇔√⁹45 × ≢ ◖ⱴ≤⇔⁸ ╩ ⁸ │ ╩

≤⇔√▪◒♥▫Ⱪꜝכ♬fi◓╩ ≤⇔√ ╩ ╡ ╣≡™╢⁹ 

ủ ≢│⁸ Ᵽ◌꜡꜠▪ ╩ ⇔⁸ ╩

⇔√⁹ ≢│⁸ AO 12 ⁸

⁸ ╩ 28 ⅛╠

⇔⁸ ╕≢─ ⇔√ ⌐╟╡ ╩ ⅎ√ ╩

⇔√⁹ 

ủ ≢│ ╩│∂╘⁸ ─ ─ ה ה

≤ ╩ ╡⌂⅜╠ ╩ ∫≡™╢⁹ 262

┼ ╩ ⇔⁸ ≤─ ╩ ⇔√ ⌐╟╡ ─

─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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８．歯学部 
 

 з ─   25  

 

 и ─   26  
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ⁸│≢☻כ◖ 23 ╟╡⁸ ≤

╩ ⇔≡™╢▪☺▪─ ⅛╠ ╩ ⅎ⁸ ─

ה ──∟ ⅛╠ ≤≤╙⌐ ⅛ ⁸

╩ ∆╢⁹ ⌐≤∫≡╙ ⌐ ╩ ╢↓≤│⅔ ™─

─ ꜟⱣכ꜡◓≥ ─◒כⱠ♇♩꞉ה ⌐ ≢№

╡⁸ ─ ─ ⁸TOEFLiBT ꜠ⱬꜟ ⅛╠╙ ⅜

ↄ⌂∫≡⅝√≤ ⅎ╢⁹ 

ủ ₈▪☺▪⌐ ↨⇔√ ה ─ ₉ ╩

⇔⁸ ╛ ─ ≤ ⌐≈™≡ ∆╢ⱥ꜡◦ⱴ◌fiⱨ□

꜠fi☻ ◌fiⱨ□꜠fi☻ ╩↓╣╕≢ ⇔≡⅔╡⁸ │⁸

▬fi♪Ⱡ◦▪─ ≤ ≢ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸

─ⱳ☻♃כ ╛ ╙ ≢№╢⁹ 

ủ ─₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ₉₈◌fiⱲ☺▪

₉─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ↑ ─ ╩ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸

14 ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸2019 ⌐

─₈◌fiⱲ☺▪ ◌fiⱲ☺▪♦▫☻◌♇◦ꜛfi₉⌐ ⅛╣⁸

≤ ⅜ ⇔⁸ ה ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⅛╠─ ╙ ⅎ ╩ ╢√╘─♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ℮

⁸ ─ ╙ ↕╣≡™╢⁹ 

ủ 25 ⅛╠⁸ ₈ ⌐⅔↑╢ ─

₉⌐ ↕╣⁸ ꜟⱣכ꜡◓╢↑⅔⌐

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡☺▼◒♩╩ ⅜ ≤⌂╡⁸ ─ ה

⁸ ⁸ ⁸▪☺▪ ┘

≤ ⇔≡ ⁸ ≈─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ⁸ ◔▪ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⁸ ─√╘─ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ ╩ ⇔⁸ ─ ≤ ─ ⌐ ╦╢ ⁸↕╠⌐│⁸

ה♩☻◐♥ ─ ╩ ∫√⁹↕╠⌐│⁸▪☺▪≢ ↄ ∆╢

╩ ∆╢ ≢ ⌐ ─ ⌐ ⇔⁸ ╩



広島大学 歯学部 

- 26 - 

26 ◌ 22 ⁸ 27 ◌ ⁸ 28

⌐≡ ◌ 70 ⇔≡ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ⇔

≡ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ↕∑√⁹╕√⁸ ─

⌐ ↑√ ┘⌂⅔⇔ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ꜞ◌꜠fi♩ ╩ 26

ה ═ 28 ⁸ 27 ⁸ ⁸

⁸ ═ 52 ⁸ 28 ⁸ ═ 38

⇔⁸ ≢№╢ ≢⅛≈ ─ ™ ─ ╩ √⇔√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≢│⁸ ≢─ ╛◖fiⱭ♥▫◦ꜛfi≢ ⇔≡⅔╡⁸

─ ╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐ ≢│⁸ ─ ╩ ℮

≢♩☻♥ⱦfi◓◖fiכ◌ ≢№╡ ™ ⅜ ≢⅝≡™╢⁹ 
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９．薬学部 
 

 з ─   28  

 

 и ─   28  
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ₈ ₉⌐⅔™≡│⁸ ╛ ─ ⁸ ⁸ ╩

∆╢√╘⌐⁸ ▬☻ ⁸ ─ ⁸ ╩

⇔√ ⁸⅔╟┘⁸ ╡╩ ⇔√ ─ ╩

⇔≡™╢⁹ 

ủ ₈ ₉≢│⁸ ◘ꜞ♪ⱴ▬♪⁸ꜘ◖Ⱪ ⁸C

⁸ ◄▬☼⁸☻⸗fi ⁸ ⁸MMR ꞉◒♅fi ╩

⅝⁸ ─ ≢⁸ 10 ⌐ ┬ SGD ╩ ⇔≡™

ⱪכꜟ◓⁹╢ ⌐ ≤ ⅜ ⌐ⱪכꜟ◓ ⅛╣≡ ⇔ ™╩ ™⁸

∕╣⌐ ∆╢ ה ⱪ≢╕≤╘⁸כꜟ◓╩ ⁸♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩

ⱪכꜟ◓⁸∂ ─ ⇔ ™─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ╩꜠ⱳכ♩

≤⇔≡ ∆╢↓≤╟╡⁸ ─ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ╘⁸ ┘

≤⇔≡─ ה ╩ ℮√╘─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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10．工学部 
 

 з ─   30  

 

 и ─   31  

  



広島大学 工学部 

- 30 - 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ↕∑╢⌂≥⌐╟╡⁸ │ 28

─ 96 ⅛╠ 30 ⌐│ 127 ⌐ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ≤ ≢

⇔√ │⁸ ─ ─ ≤ ─

─ ╩ ≤⇔≡⅔╡⁸ 30 │ ╩ ╗ 31 ה

≢ 1,953 ⅜ ∆╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ┘ ≢ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔√ ≤⇔≡ ─

│ ⇔ↄ ⇔≡™╢⁹ ⅎ┌⁸ ─ │ 28

─ 96 ⅛╠ 30 ⌐│ 127 ╕≢ ⇔√⁹ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ

│ 28 ⅛╠ 30 ─ ≢ 75 ⌐ ╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ₈ √⌂ ◦☻♥ⱶ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ₉⌐ ↕╣⁸ ╩ ⌐ ─ ה ≤

⌐ ⌐ ∆╢ ╩ ⅎ⁸ ─

─ ⌐ ╘√⁹ ╩ ⇔ ╩ ⌐ ⇔√⁹↓╣⌐

™⁸ ⌐ ─ ─ ⅜ 28 │ 11 ≢№∫√─⌐ ⇔

≡⁸ 30 │ 20 ≤ ⌐ ⇔√⁹ 

ủ ≤ ≢ 15 ⅛╠₈ EMaT ₉╩

⇔⁸ ⌐╙ ה ≤╙⌐ ⇔√⁹ 30

│ ╩ ╗ 31 ה ≢ 1,953 ⅜ ∆╢ ⌐

⇔√⁹ │ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ꜠ⱬꜟ ─

╩ ∫≡™╢↓≤╩ ∆╢╙─≢№╡⁸ ⌐≤∫≡⁸

⌂ ╩ ℮↓≤⌐╟╡ ה ה ה ╩ ⅛⌂╙─≤∆╢

≤⁸ ─ ╩ ⅎ√ ⌂ ≤ ─ ⅜ ╠╣

╢↓≤⁸ ⌐≤∫≡╙ ─ ⅜ ⇔≡ ∆╢↓≤⌐╟╡

⌐⅔↑╢ ─ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

│ ↄ ↕╣≡⅔╡⁸ ─ ≤ ╩ ┼ ∆╢

╙ √⇔≡™╢⁹ 
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ủ ─ ─ ─√╘⁸ ─⌂™ ╩ ─ ─

⌐ ⇔⁸ ╛ⱪꜝfi♩─ ╩ ∆╢ ╩ ↑≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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11．生物生産学部 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⌐ ╩ ⌐ ↑≡╙╠℮√╘⌐⁸ ↔≤⌐₈

₉╩ ⅜כ♃כꜙ♅⁸⇔ ◦☻♥ⱶ ≢₈ ₉╩

⇔⁸ ⌐ ≢⅝╢ ╖╩ ⇔√⁹∕─ ⁸

⌐ ⌐ ╘╢ TOEIC730 │ 28

4.0 ⁸ 29 5.3 ⁸ 30 7.6 ≤⌂╡⁸ ⇔≡™╢⁹ 

ủ 26 ⅛╠ ╘√₈ ─ ⌐╟╢ ₉≢

│⁸ ╛ ⇔╞ ─ ≤ ⇔≡⁸∕─ ─ ─

⌐ ╡ ╗ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ │

29 ⌐ ⇔√⅜⁸ ≢│ 30 ╙ ⅝ ⅝ ─

≤⌂∫≡™√ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ 29 ⌐⅔↑╢ ─ ≢№╢ 29 ╩ ≤⇔√

┼─▪fi◔⁸│≢♩כ ─ ⌐≈™≡⁸ ≢₈

₉│ 4.08⁸₈ ₉│ 4.04⁸₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉│

4.00 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 28 ┘ 30 ⌐ ⇔√ OBהOG ≢│⁸₈ ⌂

╩ ∆ ₉⁸₈ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ₉⌐≈™≡│ ⁸₈

─ ₉⁸₈ ┘⁪ ⁿ⁪╔≈ἶю ≢₳ № і №╢⁹ 
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12．情報科学部 
 

 з ─   36  

 

 и ─   36  
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13．総合科学研究科 
 

 з ─   38  

 

 и ─   39  
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ F ─ ╩ ─ ─ꜝfi♅♃▬ⱶ

⁸ ≢─ ╩ ≡⇔≥ⱶכꜟה▫♥♬ꜙⱵ◖הꜟⱣכ꜡◓╗⇔ ⇔

≡™╢⁹ ⅜ ⌂ TA ⅜ ⇔⁸ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi☻◐ꜟה▪♇ⱪ

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ─◘ⱳכ♩╙ ∫≡⅔

╡⁸∕─ ⁸ ─ │⁸ 28 ≤ 29 ≢│ 22 ⁸

30 ≢│ 23 ⁸ ≢│ 28 ≤ ─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ 

ủ 30 ⌐⁸ ─ ╩ ⅝⁸ ה ─

ⱥ▪ꜞfi◓╩ ∫√⁹∕─ ⁸ ≤ 21 ⱪ꜡☺▼◒♩─

⌐≈™≡│ ≢ 3.4⁸21 ⱪ꜡☺▼◒♩⌐╟╢

─ ⌐≈™≡│ 3.2 ≤™℮ ™ ╩ √⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ה ─ ⌐≈⌂⅜╢╟℮⌂ ─ ╩ ∆√

╘⁸30 ╩ ≤∆╢₈ ⱪ꜡☺▼◒♩₉≤⁸ 20 ╕≢≢ⱪ꜡

☺▼◒♩─ ╩ ∆₈ ⱪ꜡☺▼◒♩ ₉╩

⇔⁸ 30 │ ≤ ⁸ ⌐≈™≡╙ ≤

╩ ⇔√⁹╕√ 30 ⌐│⁸ ─ 23 ⌐ ⇔≡

ה ─ ╩ ™⁸ ╙ 28 ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ∫√⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 28 ⅛╠ 30 ╕≢─ ▪fi◔⁸≡™⅔⌐♩כ

─ ≤™℮ ≢─ ─ │⁸76.3 ⁸82.0 ⁸77.3 ≢

№╡⁸ ⌡ ≢ ⇔≡™╢⁹╕√ ─ ≤™℮ ≢╙⁸

87.3 ⁸88.0 ⁸86.8 ≤⁸ ≢─ ≢№╢⁹ ה ≤

™℮ ≢│⁸ ─ ה ─ ≤™℮ ≢⁸94.6 ⁸84.0 ⁸

88.7 ≤⁸ ─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

╕√⁸ ─ ≤™℮ ≢│⁸89.1 ⁸88.0 ⁸90.6 ≤⁸╒╓

─ ╩⁸ ─ ≤™℮ ≢│⁸89.1 ⁸84.0 ⁸

88.7 ≤⁸ ─ ╩ ≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≢│⁸ ╩ ∆╢ⱨ▼♬♇◒☻ꜞכ♄כ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ⅔╟┘√⅔╛⅛≢ ⌂ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤™℮ ≈─

─fi◓ⱪ꜡◓ꜝⱶ▫♦כꜞ ⌐ ╦∫≡™╢⁹ 

ủ ≈─ ⌂ ╩ ─ ⌐ ∆╢ ─

╩ ∆╢√╘⁸ ₈ ₉ ₈ה

I VI₉ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ ╩ ∫≡

™╢⁹ 

ủ ≢│ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐⁸ ⅔╟┘

ⱨ▼♬♇◒☻ ⁸ ─ ≈≢№╢ ☿fi♃כ╩

⇔√ II ⌂≥ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 29 ⅛

╠│⁸∆≢⌐ ⇔≡™╢ ⌐ ™≡⁸

≤─ ≢╙ ♄Ⱪꜟכꜞ◓▫♦ה ╩ ∆╢≤

≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢ ☿fi♃כ╩ ⇔√

┘ ⇔ⱪ꜡◓ꜝⱶ─√╘─ ╩ ⇔≡⁸ ≤ ⌐ ╘

≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ⅔╟┘ ╙ ─ ⌐╙ ⅎ╠╣≡⁸

▪fi◔⁸┌╣╟⌐♩כ ⌐⅔™≡│ 28 ⅛╠ 30

╕≢ ⅜ ╩ ה ⁸ 28 ⁸ 29 │ ⅜

╩ ⇔≡™╢⁹ 30 ─ ─ │ 80 ⌐ ⅜∫≡™╢

⅜⁸ ⅜ ⌐№╢↓≤ ⇔≡™╢⁹ 
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15．教育学研究科 
 

 з ─   44  

 

 и ─   45  
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≢│⁸◓꜡כⱣꜟ ⌐ ≤↕╣╢ ╛ ╩ ⌐ ↑↕

∑╢ ╩ ∫√ ╩ ∆╢√╘⁸ 28 ⌐ ₈◓꜡

ꜟⱣכ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉╩ ⇔√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤│

⇔≡⅔╡⁸ ≢ ꜟⱣכ꜡◓₈╢™≡╣↕ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ₉╩ ⌐ ↕∑√╙─≤⇔≡ ↑╠╣⁸ ה ה ⌂

≥─ ─ ╩ ≤⇔⁸↕╠⌐ Ᵽ◌꜡꜠▪

╛▬fi♃כ◒☻ꜟ♫ꜛ◦♫כꜟ─ ⌐ ╘╠╣╢ ╛ ╩ ∆╢↓≤

╩ ⇔≡™╢⁹∆═≡─ ≢ ╩ ╡ ╣⁸ ≤ ─Ᵽꜝfi☻─

≤╣√ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

ủ ─ ≤ ⇔√ ╩ ⇔≡™╢ ה ⅜№╢⁹ ⅎ┌⁸

◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ≢│⁸ ─╟℮⌂ ╩ ⇔√⁹ 

₈ה ₉≢│⁸ ≢№╢ ♫▬ꜝ꜡◌♩☻כ▬

≤─ ⌐╟╡⁸ ─ ה ≢─ ╩ ꜟⱣכ꜡◓≡⇔

⌂ ─ ╩ ∫√⁹ │⁸ 28 ⁸ 29 12 ⁸

30 ⁸ ≢№╢⁹ 

ⱶꜝꜙ◐ꜞ◌₈ה II b₉⁸₈◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ☿Ⱶ♫כII b₉≢│⁸

─ ─ ≤ ╩ ╘⁸ 30 ⌐ ⅜♪▬♠─

♦ꜙ♇☿ꜟ♪ꜟⱨ ≢ ─ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ⌐ ⇔√⁹ 

ⱶꜝꜙ◐ꜞ◌₈ה ☿Ⱶ♫כнa₉≢│⁸ 29 ╟╡⁸ ▬fi♦▫▪♫

⁸ ┘⌐ ─ ≤─ ⌐╟╡⁸ ⌐╟╢ ≠ↄ╡╩ ⌐

℮ ≢ ≤⌂╢ ≤ ─ ╩ ⇔⁸►▼Ⱪ ⌐╟╢

─ ╩ ≢ ∫≡™╢⁹ │⁸◦◌◗ ⁸

▬fi♦▫▪♫ ⱩꜟכⱵfi♩fi ◓ꜝfi♪ⱦꜙכ ≢№╢⁹

29 ⁸ 30 ⁸ ─ ⅜ ╩ ⇔≡

™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ⌐╟╢ ─ │ ╦╣≡™╢⅜⁸ ⁸ ⌐

⅔↑╢ ⁸ ⌐ ∆╢ 28₩ 30 ─ ─ ⁸

─ │ ─ ╡⁹ 

28  ⌐ ∆╢ ⁸

⌐ ∆╢ ℮∟ │⁸  

29  ⌐ ∆╢ ℮∟ │⁸

⁸ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌐ ∆╢

⁸ ⌐ ∆╢  

30  ⌐ ∆╢ ⁸ ⌐ ∆╢

⁸ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌐ ∆╢
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ ⱴⱠ☺ⱷfi♩◖כ☻│ ─ ⌐

≠↑╠╣⁸ ⇔√ │ ⅜ ∆╢ ה

─ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ 30 ─ כ◖

☻ ─℮∟ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ⅜

╩ ↑ ⇔√⁹ 31 ─ ☻כ◖

─℮∟ ⅜ ╩ ↑ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 29 ⅛╠│ ─ ◐ꜗfiⱤ☻⌐₈ ▪♫ꜞ☻♩ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ₉╩ ⇔⁸ ╩ ⅛╠ ≢⅝╢ ─ ╩ ∫

≡™╢⁹ 

ủ ◦☻♥ⱶ ≢│⁸ ≢⁸ ∞↑╩ ™≡

─ ╩ ╩☻כ◖∆ ╩☻כ◖─↓⁸⇔ ≡⁸ ⌐ ⅜

╩ ⇔√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 30 ⌐ ⅜ ₈ ─ ╛ ≤

╩ ╖⌂╕⇔ה┬ ₉⌐ ↕╣⁸

₈⇔╕⌂╖ ה ₉ 14 ⁸₈

₉ ⁸∕─ ╩ ⇔√⁹ 

ủ │⁸ ⌐│⁸ ה ─

╙ ⅎ≡⁸100 ≢ ─☿Ⱶ♫כ╩ ∫≡™╢⁹ ⁸

⅜ ⌐ ⇔⁸◖▪≤⌂╢ ─ ∟ ™─ ⁸ Ⱶכ♥▫fi◓╩ ∫

≡™╢⁹╕√ ↔≤⌐ⱳ☻♃כ ╩ ™⁸ ─ ─▪◒♥▫ⱦ♥

▫╩ ╘≡™╢⁹ ─ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ╩№→≡Ᵽ♇◒▪♇ⱪ⇔≡

™╢⁹↓─ ─ ≢ ─ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢─│ ∆

═⅝ ≢№╢⁹ 

ủ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹₡ 28

 29  30  ₢ 

ủ ≢│⁸ ≡─ ╩ ─╖ │ ┘ ≢ ∫≡™╢⁹ 

↓─↓≤⌐╟╡ ⅜ ⇔╛∆™ ⅜≢⅝⁸ ╙ ╘ 26

│ 19 ∞∫√⅜⁸ 27 │ 28 ⁸ 29 │ 30 ⁸ 30 │ 33 ≤

⌐№╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 50 ─ ⅛╠─▪fi◔כ♩ ─ ⁸ ╟╡│ ⁸

╟╡│ ⁸≤╟╡ ™ ─ ⅜ ↄ ↕╣≡™

√⁹√∞⇔⁸12. ╛ ─ ╩ ⇔≡™╢⅛⁸13. ≢─◖Ⱶꜙ♬

fiꜛ◦כ◔ ⅜№╢⅛─ ⌐⅔™≡ ™ ╩ √⁹ ⌐ ⌐

⅔↑╢ ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⌐≈™≡⁸ ⇔√ ╩ ℮↓≤⅜

≢№╢≤ ⇔≡™╢⁹∕─√╘⁸ ⌐╟∫≡│⁸ ≢─ ⌐╟╢

─ ─ ╩ ⅎ√╡⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐╙

™√∞⅝⁸ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹ ⅎ┌⁸ ≢│⁸ 21

⅛╠ ─№╢ ≤ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩

⇔≡⁸ ≢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢≤ ⌐⁸ ─ ♇ꜛ ◒◦ ╩

₡
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

┼─▪fi◔כ♩ ≢│⁸ ─ 45 ⅛╠ ⅜№╡⁸ ⅜

─ ⌐ ⌐ ⇔≡™╢ ≢ ⅛∫√⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi כⱶ꞉כ♅⁸

ה◒ ⁸ ⁸ ┘ ↕⌐⅔™≡⁸ │ ⌡ ™

╩ ≡™╢⁹╕√⁸ │⁸98 ─ ⅛╠⁸ ⅜╟↑╣┌ ⇔√

™⁸−└ ⇔√™≤ ™ ╩ ≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ 45 ⅛╠▪fi◔כ♩─ ⅜№╡⁸ ⅜ ─ ⌐ ⌐

⇔≡™╢ ≢ ⅛∫√⁸₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi כⱶ꞉כ♅₉⁸₈

ה◒ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ↕₉⌐⅔™≡⁸

─ │ ⌡ ™ ╩ ≡⅔╡⁸╕√⁸

─ │⁸98 ─ ⅜₈ ⅜╟↑╣┌ ⇔√™₉⁸₈−└

⇔√™₉≤ ⇔≡⅔╡ ™ ╩ ↑≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ │ ⌐ ⇔⁸ │ 14 ≤⌂∫≡™

╢⁹╕√⁸ ─ ╩ ∆╢ │ 70 ≤⌂╡ ─ 38 ≤

⌂∫≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ MOT ─ ⌐╟╡⁸ ─ ╩ ≤⇔√

MOT ╩ ⇔≡™╢⁹ ⅛╠─ ╩ ⅜ ⇔

28 ⅛╠ ╕≢─═ 51 ⁸ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

ủ ≢│ ╩ ⌐ ↑ ╣≡⅔╡⁸ ─ ╩√≥∫

≡™╢⁹ ⌐⁸ ─ │ 28 ⌐│™⌂⅛∫√⅜

│ ⌐ ⇔≡™╢ │ 14 ⁹↕╠⌐ ─

╩ ∆╢ │ 70 ╩ ⅎ ─ 38 ⁸ ™ ─ ⅜

─ ╩ ╢↓≤⅜≤≡╙ ⌂ ─ ⇔™ ─ ⁸

⇔≡™╢ ≤™ⅎ╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ╩ ↄ ─ ⌐ ⇔⁸

≤⇔≡─ ™ ╩ ∫√ ╩ ∆╢₈ ╩ ⅎ╢◄fi☺

♬▪ Engineers to Cross Borders ₉ ECBO ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢

: 28 ⅛╠ ╕≢ 36 ⁹ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ≤ ∑≡⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ╩╟╡ ─ ™╙─≤∆╢√

╘⁸ ⌐ ה ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ─√╘─

⁸ ─ⱴ◙כ ─ ECBO ─╖ ╩ ∫≡™╢⁹↕╠⌐⁸

─ ╩ ≤⇔≡™╢ ╩ ∂√ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ╩ ∫≡⅔

╡⁸ ⌐ ⅝⌂ ╩ ⅎ╢ ┘─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

ủ 28 ⅛╠ A-KPI®╩ ⇔⁸ ≤⇔≡─ ─

ה ╩ ™⁸ ─╖─ ╩ ⇔⁸∕─ ╩╟╡

⇔√⁹ 

ủ ─ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ≢⅝╢ ╩▪♬☺fi◄ה

∆╢√╘⌐⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∂≡ ╩ ⅛ ⁸
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⌐ ⇔≡™╢⁹ │ ⅜ ∆╢ ⅜ ⌐ ╩

⇔≡™╢ ה ≢№╡⁸ ⌂╢ ≤⇔≡≢│⌂ↄ⁸↓╣

╕≢⌐ ∫√ ╩ ↕∑╢╙─≤⇔≡ ה ─ ⌐≤∫≡ ⌂

≤⌂∫≡™╢⁹ │ ₁ ⇔≡⅔╡⁸ 30 │ 18 ╩ ⇔

√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⌐ ⅜ ↕╣≡™╢ JST₈GSC ₉ⱪ꜡◓ꜝⱶ╙

⇔⁸ ─ ─ ─ ⌐ ⅜ ╩ ℮ ╡ ╖╩

⇔√⁹ ⌐│ ╩ ⌐ ⅝⁸ ─ ╩

⇔√ ╩ ™⁸∕─ │ ⅛╠ ─ ≢─꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╛

⌂≥┼ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 26 ⌐₈ ─ ╩ ℮ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐

↕╣⁸21 ⌐ ⇔≈≈№╢ ╛ ⌂≥⌐ ℮ ─

─ ⌐ ≤ ╩ ⇔≡ ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ╩ ∆╢√╘─ SFP

Sustainable Food Production ╩☻כ◖ ⇔≡™╢⁹ 28

30 ╙ ⅝ ⅝⁸ ⌂ ╩ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╘√

─ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≢─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

ủ ╙₈ ─ ╩ ℮ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐

↕╣⁸ ⌐⅔™≡ ╩ ╘√ ─ ◌ꜞ

◐ꜙꜝⱶ≢─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

ủ 24 ⌐ ⅜ ₈ ⌐⅔↑╢

ⱨ▫כꜟ♪ ₉⌐ ↕╣⁸ 29 ⌐│₈ ⌐⅔↑╢ ⱨ

♪ꜟכ▫ ─ ₉≤⇔≡ ↕╣≡ ⁸ 28 30

╙ ⅝ ⅝⁸₈ ⱨ▫כꜟ♪ ₉╛₈ ₉ ⁸ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔⁸ ─ ╩ 40 ╣≡™╢⁹

╙ ⅝ ⅝ ↑─ ╩ ⇔√⁹ 

ủ 30 ⌐ ⅜₈ ─ ╛ ≤ ╩ ⌂╕⇔ה┬

╖ ₉⌐ ↕╣⁸ │₈⇔╕⌂

╖ ה ₉⁸₈ ₉⁸∕─

╩ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⌐⅔™≡⁸ 29 ⌐ ─ ≢№╢

29 ╩ ≤⇔≡ ⇔√⁸ ┼─▪fi◔⁸│≢♩כ

─ ⌐≈™≡⁸ ≢₈ ₉│ 4.15⁸₈ ₉│

4.29⁸₈ ₉│ ה◒כⱶ꞉כ♅4.14⁸₈ ₉│ 4.10 ≤⌂∫≡™

╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 21 ⌐ ≤ ⇔≡ ⌐ ↕╣√ MD-PhD כ◖

☻≢│⁸ ⌐ ╟╡ ≢ ─ ⌐ ╣╢

╩ ⇔≡™╢⁹ ⅛╠ ┼─ ╣ ─⌂™ ╩ ⇔

≡⅔╡⁸ 27 ⌐ ╘≡─ ╩ ⇔√⁹ 28 ⅛╠

30 ⌐⅔™≡╙ ─ ╩ ≢☻כ◖ ↑ ╣⁸™∏╣╙ ╩

⇔≡™╢⁹ 

ủ ≢│⁸ ₈ ₉⌐⅔™≡⁸

─ ╩ ≤⇔≡ ⅎ⁸ ⌂ ╩ ∆╢

╩ ⌐ ∆╢≤≤≤╙⌐⁸◐ꜗꜞ▪ ☿Ⱶ♫כ╩ ⇔⁸ ─

╛ ≤ ≤─ ─ ╩ ↑≡™╢⁹↓╣⌐╟╡⁸

─ ╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ≢ ∆╢ ≤─

─ │⁸ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi╛◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⌐ ∆╢⸗♅ⱬכ

◦ꜛfi ─ ™ ≤⌂∫≡™╢⁹ ☿Ⱶ♫כ┼─ │⁸

⌐⅔™≡ 30 ≢№∫√⅜⁸ ⌐⅔™≡│

⌐ ╙ ⅎ⁸ 60 ≤ ₁ ⇔≡⅔╡⁸ ⅜

⇔√ ⌐ ∆╢ ⅛╠─ ⅜ ™↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 

ủ ─ ⁸◐ꜗfiⱤ☻ ─ ⁸╕√⁸ ╩ ™√

─╖≢ ≢⅝╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─√╘─ ≤⇔≡⁸ ⁸◦ꜝ

Ᵽ☻ ┘ ╩ ┘ ⌐╟╡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ┼

╩ ℮ ≢─ ┘ ─ ⌐≈™≡─

╩ ╢↓≤≢⁸ ⌐ ⇔╛∆™╟℮ ⌂ ≤ ╩

⇔≡™╢⁹ 

ủ ╩ ™√ ─╖≢ ≢⅝╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ╕ⅎ⁸

₈ ⌐╟╢ ─√╘─ FD ₉╩ ⌐ ⇔ 82

⁸ ⌐╟╢ ─ⱡ►Ɫ►⌐≈™≡─ ⁸ ┼─

⌂ ╩ ∫√⁹⌂⅔⁸ ⌐ ⇔√ ▪fi◔כ♩

⌐⅔™≡│⁸ ─ ⅜₈ ה ─ ⌐╟╢ │⁸

╩ ∆╢ ≢─ ↑⌐⌂∫√₉≤ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ╢
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╖⅜ ≤⇔≡ ╣≡™╢↓≤⅜ ╖ ╣╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 30 ⅛╠⁸ ─ ⅛╠ √ ─ ╩ ↑╢√╘─

≤⇔≡⁸ ─ ⌐╟╢

⁸ ─ ⌐╟╢ ╩ ⇔√⁹ 

ủ ♥☻♩╩ ∆╢ ⁸ ∂ ─ ≤ ⇔≡ ♅▼♇◒╩ ↑

╢╟℮ ⌐ ╡ ╪∞⁹ ⌐⁸ ⌐ ⇔≡™╢

⁸ ⁸ │⁸ ─

꜠ⱬꜟ⌐№╢⅛ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ⅜ ⌐№√∫≡™╢⁹ 

ủ 31 2019 30 2018 ⅛╠⁸ ⌂

⅛╠ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐⁸ ⅜ ⇔√

₈ ●▬♪ꜝ▬fi₉⌐ ⇔≡⁸ ⅜ ⌐

⇔√₈ ₉╩ ⇔√⁹₈ ₉│⁸ │™╢№ⱴכ♥⌂

⌂ ╩ ╡ →⁸ ⌐ ─ ╩ ∆╢ ≢⁸

ה ⌂ ⁸ ⌂ ⁸ ⌂ ╛ ╩

≤∆╢⁹ ה ⌐ ≠ↄ ─ ─ ↕⅜ ⌐ ∆╢√╘⁸₈

₉╩ ⅛⇔ ─ ─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ 

ủ ─ ╛ ≢ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ─

⌐╟╢ ╩ ↑√ ≢⁸ ה ┘ ≤─ ╩

≡⁸ ─ ╩ ╢Ɫ▬꜠ⱬꜟ⌂◔כ☻ⱷ♁♇♪≤⇔≡⁸

─₈ ₉╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌐ ∫√ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹

 


